
低
栄
養
（
栄
養
不
足
）
は
寝
た
き
り

の
高
齢
者
や
疾
病
時
な
ど
、
特
別
な
状

況
下
に
お
け
る
問
題
と
お
も
わ
れ
が
ち

で
す
が
誰
に
で
も
お
こ
り
ま
す
。
食
欲

不
振
や
偏
食
な
ど
が
続
く
と
自
分
で
も

気
づ
か
ぬ
う
ち
に
栄
養
素
が
不
足
し
低

栄
養
状
態
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

低
栄
養
に
な
る
と
…

①
筋
肉
や
骨
の
減
少
に
伴
う
体
重
の
減

少
（
疲
れ
や
す
く
な
る
）
や
運
動
機

能
の
低
下

②
タ
ン
パ
ク
質
不
足
に
よ
る
皮
膚
の
異

常
（
浮
腫
・
褥
瘡
）

③
免
疫
力
の
低
下
に
よ
る
感
染
症

（
日
和
見
感
染
）

④
体
力
低
下
の
悪
循
環
に
よ
る
疾
病
の

悪
化

⑤
生
活
自
立
度
の
低
下
に
伴
う
要
介
護
の
上
昇

な
ど
種
々
の
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま
す
。

栄
養
状
態
の
評
価
に
は
、
病
歴
や
臨
床
所
見
、
身
体

計
測
、
ま
た
血
液
検
査
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
血
液
検

査
に
は
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ェ
リ
ン
・
プ

レ
ア
ル
ブ
ミ
ン
・
レ
チ
ノ
ー
ル
結
合
蛋
白
・
リ
ン
パ

球
数
な
ど
が
指
標
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ル
ブ
ミ
ン

は
３
．
５
ｇ
／
ｄ
ｌ
以
下
に
な
る
と
注
意
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
予
防
と
と
も
に
重
要
な
の
は
早
期
の
発

見
で
す
。
日
頃
か
ら
の
体
重
管
理
、
ま
た
疾
病
な
ど

で
、
低
栄
養
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
人
は
定
期

的
な
血
液
検
査
を
お
勧
め
し
ま
す
。

細
胞
診
の
必
要
検
体
量

・

喀
痰
・
・
・
・
・
３
～
４
ml
以
上

（
テ
ィ
ー
ス
プ
ー
ン
１
杯
く
ら
い
）

・

尿
・
・
・
・
・
・
10
ml
以
上

・

胸
水
・
腹
水
・
・
10
ml
以
上

・

髄
液
・
・
・
・
・
５
ml
以
上

喀
痰
細
胞
診
で
、
唾
液
検
体

で
の
提
出
は
避
け
て
下
さ
い
。

ま
た
、
唾
液
と
の
判
断
が
難
し

い
場
合
は
、
検
査
室
ま
で
連
絡

を
お
願
い
ま
す
。

ア
シ
ネ
ト
バ
ク
タ
ー
は

（
左
下
図
参
照
）
、
土
壌

や
河
川
水
な
ど
の
自
然
環

境
に
生
息
す
る
細
菌
で
、

じ
め
じ
め
し
た
環
境
を
好

む
が
、
乾
燥
し
た
場
所
で

も
数
週
間
以
上
生
存
で
き

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

健
康
な
人
の
皮
膚
な
ど
に
も
存
在
し
て

い
ま
す
が
，
通
常
、
健
康
な
人
に
対
し

て
は
無
害
で
す
。
一
般
に
医
療
機
関
に

お
い
て
は
、
集
中
治
療
室
の
患
者
や
そ

の
他
の
重
症
患
者
で
感
染
が
起
こ
り
や

す
く
、
主
に
抵
抗
力
が
低
下
し
た
患
者

に
人
工
呼
吸
器
関
連
肺
炎
、
敗
血
症
、

創
部
感
染
症
な
ど
様
々
な
病
気
を
引
き

起
こ
し
た
り
し
ま
す
。

多
剤
耐
性
ア
シ
ネ
ト
バ
ク
タ
ー
と
は
、

通
常
の
ア

シ
ネ
ト
バ

ク
タ
ー
感

染
症
の
治

療
に
使
用

す
る
抗
菌

薬
が
ほ
と

ん
ど
効
か

な
く
な
っ

て
い
る
菌

の
こ
と
で

す
。
日
本

で
の
定
義

は
、
カ
ル
バ
ペ
ネ
ム
系
、
フ
ル
オ
ロ
キ

ノ
ロ
ン
系
、
ア
ミ
ノ
グ
リ
コ
シ
ド
系
の

抗
菌
薬
全
て
に
耐
性
を
示
す
株
と
さ
れ

て
い
て
、
ち
な
み
に
、
当
院
で
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
（
10
月
1
日
の
時
点
で
）

検
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
当
検
査
室
は
、

こ
れ
ら
薬
剤
耐
性
菌
の
検
索
も
行
っ
て

お
り
、
院
内
感
染
防
止
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
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たこつぼ！？
現在はあまり使われていませんが、昔

は蛸を獲るときに、たこつぼという壺が

使われていました。

心筋障害のひとつに、たこつぼ心筋症

があります。突然の胸痛発作や、呼吸困

難の症状があり、急性心筋梗塞様の心電

図変化を認めますが、冠動脈には異常所

見がなく、左心室造影で収縮末期に、た

こつぼに類似した形態を示します。

一般的には予後は良好で、数週間後に

は心電図も左心室の動きも正常化します。

外科的侵襲や脳出血、強いストレスが

原因になることが多いとされていて、お

もに中高齢の女性に多く発症します。

（下の図はたこつぼ心筋症左心室造影の写真です）

↑左心室拡張期 ↑左心室収縮期

チェック！

皆さんは、日本プロ野球シリーズ
見ていましたか？

日本ハムファイターズが2004年に、北海道に

拠点を移してから、巨人ファンの多かった北海道に、

日ハムファンが増えました。今年は、前半は不調でした

が、後半の追い上げはすごかったです。

今期は残念でしたが、来期も日ハムの活躍に

目が離せません！！

編
集
後
記

今
回
の
ト
ッ
プ
記
事
は
低
栄
養
に
つ

い
て
で
す
が
、
高
齢
に
な
っ
て
き
ま
す

と
「
さ
っ
ぱ
り
」
し
た
も
の
を
好
ん
だ

り
、
和
食
が
体
に
良
い
と
思
い
お
肉

を
敬
遠
し
た
り
し
ま
す
よ
ね
。
ま
た

一
人
暮
ら
し
で
す
と
自
分
の
好
物
で

偏
食
に
な
り
や
す
か
っ
た
り
、
簡
単

に
す
ま
せ
て
し
ま
う
時
も
あ
り
ま
す
。

食
欲
の
秋
！
逆
に
栄
養
過
多
に
気

を
付
け
な
け
れ
ば
と
私
な
ど
は
思
い

ま
す
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
過
ぎ
る
事

は
余
り
良
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
何
事
も
バ

ラ
ン
ス
を
大
切
に
・
・
・。

1.バランスの良い食
事。お魚だけでは
なく、お肉も！

2.上手な間食。食欲

のない時はゼリー

なども利用して

ね。

3.ペットボトルに水

を入れて腕の上下

運動など適度な

低栄養の予防


